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ま え が き 

 

 パートタイム労働者の推定組織率は、1990 年代から緩やかな上昇傾向を続けてきた。直近

（平成 28 年度）の労使関係総合調査（労働組合基礎調査）によれば、パートタイム労働者

の推定組織率は、前年の 7.0％から 7.5％に上昇した。また、全労働組合員に占めるパートタ

イム組合員の割合は、前年から 1％増加し、11.4％となった。パートタイム労働者を含む、

非正規労働者の組織化が進められ、発言機会が確保されつつあると言える。 

 そのうえで重要なことは、非正規労働者に与えられた発言機会がどのように活用されてい

るかということである。言い換えれば、非正規労働者を組織化した労働組合が、新たに組合

員となった非正規労働者のために、どのような取組を行い得るか、組織化の結果として、ど

のような成果が得られたかということである。 

 労働政策研究・研修機構では、非正規労働者の組織化と労働組合機能に関する研究におい

て、日本全国の労働組合を対象に、非正規労働者の処遇改善の実態に関するアンケート調査

を実施した。本調査シリーズは、このアンケート調査の結果をまとめたものである。調査に

ご協力頂いた労働組合関係者の皆様に、この場を借りて、お礼を申し上げる。 

 本調査シリーズの分析結果が、多くの人に活用され、各方面における政策議論に貢献する

ことができれば幸いである。 
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